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菊
池
寛
は
、
芥
川
龍
之
介
・
久
米
正
雄
と
と
も
に
テ
ー
マ
小
説
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
文
壇
的
な
地
位
を
確
立
し
た
小
説
家
で
あ
る
。

「
忠
直
卿
行
状
記
」（「
中
央
公
論
」
大
7
・
9
）
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
小
説
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
ベ
ル
ギ
ー
を
舞
台
と
し
た
「
ゼ
ラ

ー
ル
中
尉
」（「
新
公
論
」
大
7
・
（
）
や
盗
癖
の
あ
る
青
年
を
描
い
た
「
盗
み
を
し
た
Ｎ
」（「
新
小
説
」
大
7
・
（
）
な
ど
、
題
材
の
広

さ
や
テ
ー
マ
設
定
の
明
快
さ
、
論
理
的
な
プ
ロ
ッ
ト
を
特
徴
と
す
る
作
品
が
注
目
さ
れ
、
自
然
主
義
文
学
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
存
在
と
思

わ
れ
て
き
た
。
菊
池
に
は
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、「
自
戒
」
も
こ
め
た
提
言
「
と
り
と
め
な
き
」（「
新
潮
」
大
9
・
9
）
が
あ
る
。

　
菊
池
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
頃
の
日
本
の
小
説
で
、
大
多
数
を
占
め
て
居
る
作
者
の
自
叙
伝
だ
か
、
小
説
だ
か
分
ら
な
い
や
う
な
も
の
は
、

日
本
以
外
に
は
、
何
処
へ
行
つ
て
も
」
な
く
、「
世
界
に
稀
な
奇
妙
な
発
達
を
し
」
た
と
い
う
し
か
な
い
。「
日
本
の
小
説
」
は
「
テ
ー

マ
」
や
「
プ
ロ
ツ
ト
」
も
な
く
「
作
者
が
出
会
つ
た
経
験
を
、
充
分
観
照
も
考
察
も
し
な
い
で
、
ダ
ラ
〳
〵
描
い
て
居
る
」
だ
け
で
、
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「
た
ゞ
自
分
の
楽
屋
落
的
な
生
活
の
記
録
を
付
け
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
」。「
今
の
日
本
の
小
説
家
に
、
一
番
欠
け
て
居
る
も
の
は
、
小
説

家
ら
し
い
想
像
と
構
想
力
」
で
あ
る
。
菊
池
は
「
も
う
少
し
本
当
に
創
作
ら
し
い
創
作
が
、
盛
に
な
つ
て
も
い
ゝ
と
思
ふ
。」
と
述
べ
て

い
た
。

　
菊
池
は
、
斬
新
か
つ
精
密
な
プ
ロ
ッ
ト
を
も
っ
た
『
真
珠
夫
人
』（「
大
阪
毎
日
新
聞
」「
東
京
日
日
新
聞
」
大
9
・
（
・
9
～
（（
・
（（
）

を
連
載
中
で
、
読
者
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
い
た）

（
（

。
菊
池
は
『
真
珠
夫
人
』
連
載
以
降
、
新
聞
・
婦
人
雑
誌
・
大
衆
雑
誌
な
ど
の

連
載
長
編
小
説
の
執
筆
を
中
心
に
文
学
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
章
は
、
全
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
す
る
流
行
作
家
が
発
し

た
文
壇
文
学
へ
の
真
摯
な
批
判
と
し
て
も
、
今
後
の
文
学
活
動
に
関
す
る
所
信
表
明
と
し
て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
こ
の
発
言
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
菊
池
は
、
自
然
主
義
文
学
系
の
小
説
家
と
同
様
、
自
分
や
友
人
を
モ
デ

ル
と
し
た
小
説
を
数
多
く
発
表
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
指
摘
す
れ
ば
、
夏
目
漱
石
の
娘
筆
子
を
め
ぐ
っ
て
、
菊
池
の
友
人
久
米
正

雄
と
松
岡
譲
の
間
に
生
じ
た
三
角
関
係
、
い
わ
ゆ
る
「
破
船
」
事
件
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
作
品
と
し
て
は
、
久
米
正
雄
の
「
破
船
」（「
主
婦
之
友
」
大
（（
・
（
～
（（
）
が
有
名
で
あ
る
。
た
だ
、
久
米
が
松
岡
・
筆
子
の
結
婚
報

道
後
に
発
表
し
た
作
品
は
、
い
わ
ば
後
日
談
で
、
事
件
そ
の
も
の
を
描
い
た
最
初
の
作
品
が
「
破
船
」
だ
っ
た
。
菊
池
の
「
友
と
友
の

間
」（「
大
阪
毎
日
新
聞
」
夕
刊
、
大
（
・
（
・
（（
～
（0
・
（（
）
の
方
が
先
ん
じ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
菊
池
は
大
正
末
年
に
代
表
的
な
〈
私
小
説
家
〉
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
大
正
十
三
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
、
中
村
武

羅
夫
・
久
米
正
雄
・
宇
野
浩
二
等
の
間
で
、
私
小
説
論
争
が
起
る
が
、
そ
の
際
、
中
村
た
ち
が
共
通
し
て
あ
げ
た
〈
私
小
説
家
〉
は
菊
池

と
葛
西
善
蔵
だ
っ
た）

（
（

。

　
例
え
ば
、
中
村
武
羅
夫
は
「
心
境
小
説
」
中
心
の
「
最
近
の
小
説
界
の
傾
向
」
を
批
判
し
、「
本
格
小
説
」
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
菊
池
を
「
本
格
小
説
」
と
の
「
両
刀
使
ひ
」
と
分
類
し
て
、「
作
者
身
辺
の
事
実
を
題
材
と
し
た
『
父
の
模
型
』『
啓
吉
の
誘
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惑
』『
肉
親
』
な
ど
、
一
口
に
啓
吉
も
の
と
呼
ば
れ
て
居
る
作
品
は
、
心
境
小
説
に
傾
い
て
居
る
。」（「
本
格
小
説
と
心
境
小
説
と
」「
新

小
説
」
大
（（
・
（
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
一
方
、
久
米
は
「
私
小
説
」
を
擁
護
し
て
、『
戦
争
と
平
和
』・『
罪
と
罰
』・『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
も
「
高
級
は
高
級
だ
が
、
結
局
、

偉
大
な
る
通
俗
小
説
に
過
ぎ
な
い
」、「
作
り
物
で
あ
り
、
読
み
物
で
あ
る
」（「『
私
』
小
説
と
『
心
境
』
小
説
」「
文
芸
講
座
」
大
（（
・

（
）
と
い
う
暴
言
を
吐
い
た
。
そ
し
て
、
啓
吉
物
に
つ
い
て
「
主
人
公
は
、
明
に
『
私
は
…
…
』
と
語
り
出
し
て
居
な
い
点
で
、
イ
ヒ
・

ロ
マ
ー
ン
で
は
な
い
が
、
啓
吉
と
云
ふ
主
人
公
は
、
明
に
作
者
自
身
が
直
截
に
現
れ
て
、
語
り
、
述
べ
、
描
い
て
居
る
。
形
式
は
明
に
三

人
称
小
説
で
あ
る
が
、
是
は
私
の
云
ふ
意
味
で
、
明
に
『
私
小
説
』
の
代
表
作
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

　
菊
池
の
あ
る
タ
イ
プ
の
作
品
を
啓
吉
物
と
名
付
け
た
の
は
広
津
和
郞
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
広
津
は
「
Ｒ
」（「
野
依
雑
誌
」
大
（0
・

（
）
を
、「
仇
討
物
乃
至
歴
史
物
に
対
し
て
、
氏
の
啓
吉
物
と
で
も
云
へ
る
だ
ら
う
」（「
六
月
の
創
作
評
…
…
（
三
）」「
時
事
新
報
」
大

（0
・
（
・
（
）
と
命
名
し
た
。
す
か
さ
ず
、
小
島
徳
弥
が
「
菊
池
寛
氏
の
『
流
行
児
』
は
、
広
津
氏
の
所
謂
『
啓
吉
物
』
の
一
つ
で
あ

る
」（「
六
月
の
文
壇

　
九
」「
国
民
新
聞
」
大
（0
・
（
・
9
）
と
使
用
し
て
い
る
。

　
広
津
は
「
啓
吉
物
乃
至
は
一
人
称
物
、
つ
ま
り
作
者
が
此
世
で
親
し
く
見
、
聞
、
経
験
し
た
も
の
か
ら
、
直
接
に
材
料
を
取
つ
た
も
の

に
は
、
や
は
り
何
処
か
に
実
感
の
強
み
が
あ
る
。
何
で
も
な
い
や
う
な
事
に
も
、
菊
池
寛
と
云
ふ
一
人
物
が
、
実
際
に
見
た
の
だ
と
云
ふ

強
み
が
確
か
に
あ
る
。」（
前
掲
文
）
と
説
明
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
広
津
は
こ
の
発
想
を
発
展
さ
せ
る
。

　
広
津
は
「
微
苦
笑
」（「
中
央
公
論
」
大
（（
・
（
）
を
「
こ
れ
は
例
の
『
啓
吉
も
の
』
と
云
は
れ
て
ゐ
る
も
の
ゝ
中
に
這
入
る
べ
き
一
篇

で
、
軽
い
、
肩
の
凝
ら
な
い
、
あ
つ
さ
り
し
た
読
み
も
の
だ
が
、
別
段
取
り
立
て
ゝ
云
ふ
程
の
佳
作
で
も
な
け
れ
ば
、
又
悪
作
で
も
な
い
。

併
し
我
々
が
『
啓
吉
も
の
』
の
今
ま
で
の
セ
リ
ー
ズ
で
馴
染
ん
で
ゐ
る
あ
の
主
人
公
の
生
活
に
興
味
を
も
つ
て
ゐ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
か

う
し
た
一
寸
し
た
彼
の
一
面
に
も
、
微
笑
と
好
感
と
を
感
じ
得
る
。」（「
五
月
の
創
作
を
読
む
　（
四
）」「
時
事
新
報
」
大
（（
・
（
・
（
）
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と
解
説
し
た
後
で
、
こ
う
述
べ
て
い
た
。

　
さ
う
い
ふ
や
う
に
或
る
予
備
知
識
を
持
た
ず
に
は
そ
の
味
や
面
白
味
の
よ
く
解
ら
な
い
小
説
、
さ
う
い
ふ
小
説
を
、
或
論
者
は
小

説
と
し
て
変
則
な
も
の
だ
と
云
ふ
主
張
の
下
に
排
斥
し
て
ゐ
る
が
、
併
し
自
分
は
別
段
さ
う
は
思
は
な
い
。
大
体
小
説
に
は
そ
れ
一

つ
で
一
個
の
独
立
し
た
円
を
描
く
も
の
と
、
一
つ
一
つ
の
作
品
は
総
て
弧
に
過
ぎ
な
く
て
、
そ
れ
等
が
多
数
集
つ
て
、
初
め
て
一
個

の
円
を
形
作
る
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
本
格
小
説
と
か
心
境
小
説
と
か
云
ふ
言
葉
も
、
結
局
そ
の
二
種
の
区
別
を
明
か
に
す
る

言
葉
に
過
ぎ
な
い
と
思
ふ
が
、
菊
池
寛
の
『
啓
吉
も
の
』
の
如
き
は
、
そ
の
後
者
─
─
つ
ま
り
一
つ
一
つ
は
弧
に
過
ぎ
な
く
て
、
多

数
が
集
ま
つ
て
初
め
て
円
を
形
作
る
も
の
ゝ
好
箇
の
例
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
さ
う
い
ふ
種
類
の
作
物
で
は
、
そ
の
作
と
他
の
作
と
は
、
そ
の
根
本
に
於
い
て
、
非
常
な
密
接
な
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
だ

か
ら
、
そ
の
一
つ
を
切
り
放
し
て
見
た
時
、
そ
れ
自
身
と
し
て
の
価
値
が
割
合
に
す
く
な
く
と
も
、
他
の
作
と
の
関
係
上
で
或
意
味

を
持
つ
場
合
に
は
、
そ
の
点
か
ら
し
て
そ
れ
に
価
値
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
こ
れ
こ
そ
〈
私
小
説
〉
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
読
解
法
と
い
っ
て
よ
い
。
広
津
は
、
啓
吉
物
が
一
作
品
と
し
て
は
独
立
性
に
乏
し
く
、
リ

ア
リ
テ
ィ
の
根
拠
を
作
者
や
他
の
作
品
に
関
す
る
、
読
者
の
「
予
備
知
識
」
に
依
存
す
る
タ
イ
プ
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
て
い
た）

（
（

。
広
津

の
言
説
が
中
村
た
ち
に
影
響
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
広
津
の
言
説
を
具
現
し
た
か
の
よ
う
に
啓
吉
物
を
集
め
た
短
篇

集
『
啓
吉
物
語
』（
玄
文
社
、
大
（（
・
（
・
（（
発
行
）
も
出
版
さ
れ
て
い
た）

（
（

。

　
菊
池
は
「
創
作
ら
し
い
創
作
」
を
書
け
と
提
言
し
、
自
ら
実
践
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
大
正
末
年
に
は
「
自
分
の
楽
屋
落
的
な
生
活
の

記
録
を
付
け
」
る
、
代
表
的
な
〈
私
小
説
家
〉
と
し
て
も
認
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
体
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
菊
池
に
生
じ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
事
態
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
木
蘇
穀
の
指
摘
だ
。
木
蘇
は
「
従
妹
」（「
中
央
公
論
」
大
（（
・
（
）
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
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て
い
た
。「
氏
の
元
の
所
謂
『
啓
吉
物
』、
最
近
で
は
同
氏
の
私
小
説
で
あ
る
。
以
前
の
啓
吉
物
時
代
か
ら
見
る
と
、
冗
漫
な
と
こ
ろ
が
殆

ん
ど
な
く
な
つ
て
来
て
ゐ
る
（
元
は
相
応
に
あ
つ
た
）
し
、
ま
た
要
所
要
所
を
把
握
し
て
簡
潔
に
率
直
に
描
写
す
る
と
い
ふ
態
度
は
読
ん

で
ゐ
て
気
持
が
よ
い
」（「
四
月
の
創
作

　
二
」「
国
民
新
聞
」
大
（（
・
（
・
（
）。

　
木
蘇
は
啓
吉
物
に
「
冗
漫
な
と
こ
ろ
」
が
な
く
な
っ
て
、「
私
小
説
」
化
し
た
─
─
作
者
そ
の
人
と
思
わ
れ
る
、
一
人
称
の
語
り
手
が

登
場
し
た
た
め
に
生
じ
た
〈
変
化
〉
を
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る）

（
（

。
見
逃
せ
な
い
の
は
、
木
蘇
が
「
私
小
説
」
と
し
て
の
啓
吉
物
と
「
元

の
所
謂
『
啓
吉
物
』」・「
以
前
の
啓
吉
物
時
代
」
と
の
差
異
を
認
め
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
木
蘇
は
「
冗
漫
な
と
こ
ろ
」
が
あ
っ
た
「
以

前
の
啓
吉
物
」
は
「
私
小
説
」
と
は
違
う
タ
イ
プ
の
作
品
だ
っ
た
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
広
津
と
木
蘇
の
、
ど
ち
ら
の
見
方
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
啓
吉
物
に
分
類
さ
れ
る
作
品
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

2

　
次
頁
か
ら
始
ま
る
表
は
、
高
松
市
菊
池
寛
記
念
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
菊
池
寛
全
集
』
第
二
巻
（
平
（
・
（（
刊
）、
第
三
巻
（
平
（
・

（
刊
）
に
基
づ
い
て
、
大
正
七
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
、
菊
池
寛
を
連
想
さ
せ
る
主
人
公
あ
る
い
は
語
り
手
が
登
場
す
る
作
品
を
発
表
順

に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。〈
啓
吉
物
〉
の
最
大
値
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
語
り
の
形
式
、
主
人
公
名
、
作
品
中
の
記
述
か
ら

特
定
で
き
る
主
人
公
あ
る
い
は
語
り
手
の
職
業
な
ど
を
注
記
し
た
。
特
定
で
き
な
い
場
合
は
不
明
と
し
た
。

　
ま
た
、
番
号
を
付
し
た
作
品
は
『
啓
吉
物
語
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
、
番
号
は
収
録
順
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
番
号
の
な
い
作
品

は
菊
池
を
連
想
さ
せ
る
人
物
が
登
場
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
啓
吉
物
語
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る）

（
（

。
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死
者
を
嗤
ふ
（
大
7
・
（
「
中
央
文
学
」）
…
三
人
称
、
啓
吉
、
小
説
家

　
（0
大
島
が
出
来
る
話
（
大
7
・
（
「
新
潮
」）
…
三
人
称
、
富
井
譲
吉
、
高
等
商
業
出
身
の
会
社
員

　
（
無
名
作
家
の
日
記
（
大
7
・
7
「
中
央
公
論
」）
…
日
記
、
富
井
、
京
大
生
の
「
無
名
作
家
」

　
（（
父
の
模
型
（
大
7
・
（0
「
新
潮
」）
…
三
人
称
、
啓
吉
、
不
明

　
（
青
木
の
出
京
（
大
7
・
（（
「
中
央
公
論
」）
…
三
人
称
、
広
井
雄
吉
、
雑
誌
編
集
者
兼
小
説
家

　
　
愛
嬌
者
（
大
7
・
（（
「
文
章
俱
楽
部
」）
…
三
人
称
、
啓
吉
、
会
社
員

　
（（
盗
人
を
飼
ふ
（
大
（
・
（
「
新
家
庭
」）
…
三
人
称
、
啓
吉
、
会
社
員

　
9
葬
式
に
行
か
ぬ
訳
（
大
（
・
（
「
新
小
説
」、『
啓
吉
物
語
』
で
は
「
葬
式
に
ゆ
か
ぬ
訳
」）
…
三
人
称
、
富
井
雄
吉
、「
Ｋ
に
あ
る
文

科
大
学
」
卒
の
小
説
家
志
望
。
東
京
で
就
職
活
動
中
。

　
（（
我
鬼
（
大
（
・
（
「
新
小
説
」）
…
三
人
称
、「
彼
」、
不
明
。「
我
鬼
」
と
い
う
俳
号
を
も
っ
た
友
人
Ａ
が
い
る

　
　
た
ち
あ
な
姫
（
大
（
・
（
「
太
陽
」）
…
「
私
」、
木
村
、
新
聞
記
者

　
（
ま
ど
っ
く
先
生
（
大
（
・
（
「
文
章
世
界
」）
…
「
私
」、
木
村
健
吉
、
不
明

　
　
小
説
「
灰
色
の
檻
」（
大
（
・
7
「
中
央
公
論
」）
…
三
人
称
、
富
井
啓
吉
、
小
説
家

　
　
友
と
友
の
間
（
大
（
・
（
・
（（
～
（0
・
（（
「
大
阪
毎
日
新
聞
」）
…
三
人
称
、
木
村
雄
吉
、
新
聞
記
者
兼
小
説
家

　
　
簡
単
な
死
去
（
大
（
・
（0
「
新
潮
」）
…
三
人
称
、
木
村
雄
吉
、
新
聞
記
者

　
　
神
の
如
く
弱
し
（
大
9
・
（
「
中
央
公
論
」）
…
三
人
称
、
雄
吉
、
小
説
家

　
（（
出
世
（
大
9
・
（
「
新
潮
」）
…
三
人
称
、
譲
吉
、
不
明

　
（（
盗
者
被
盗
者
（
大
9
・
（
「
中
央
公
論
」）
…
三
人
称
、
淳
吉
、「
文
学
者
」
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マ
ス
ク
（
大
9
・
7
「
改
造
」。「
私
の
生
活
か
ら
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、「
天
の
配
剤
」「
あ
る
青
年
」
と
と
も
に
発
表
さ
れ
た
）

…
「
自
分
」、
不
明
、
不
明

　
（
天
の
配
剤
（
同
前
）
…
「
自
分
」、
不
明
、
不
明
（
大
正
（
年
（（
月
の
京
都
で
の
出
来
事
の
回
想
、「
友
人
の
久
米
」
が
言
及
さ
れ

る
）

　
　
あ
る
青
年
（
同
前
）
…
「
自
分
」、
不
明
、「
作
者
」・「
文
学
者
」

　
（
祝
盃
（
大
9
・
9
「
電
気
と
文
芸
」）
…
三
人
称
、
啓
吉
、「
新
進
作
家
」（「
青
木
の
出
京
」
の
続
編
）

　
（7
妻
の
非
難
（
大
（0
・
（
「
人
間
」）
…
三
人
称
、
敬
吉
、「
新
進
作
家
」

　
（（
啓
吉
の
誘
惑
（
大
（0
・
（
「
新
潮
」）
…
三
人
称
、
啓
吉
、
小
説
家

　
　
流
行
児
（
大
（0
・
（
「
中
央
公
論
」）
…
三
人
称
、
木
下
健
、
小
説
家

　
（（
Ｒ
（
大
（0
・
（
「
野
依
雑
誌
」）
…
三
人
称
、
木
村
啓
吉
、
小
説
家

　
　
お
せ
つ
か
い
（
大
（0
・
9
「
小
説
俱
楽
部
」）
…
三
人
称
、
木
村
啓
吉
、
不
明

　
（
将
棋
の
師
（
大
（0
・
（0
「
新
小
説
」）
…
三
人
称
、
木
村
、
不
明

　
　
中
傷
者
（
大
（（
・
（
「
新
潮
」）
…
三
人
称
、
木
村
健
、
小
説
家

　
　
悪
因
縁
（
大
（（
・
（
「
新
小
説
」）
…
三
人
称
、
木
村
啓
吉
、
小
説
家
（「
小
説
『
灰
色
の
檻
』」
の
続
編
）

　
（9
肉
親
（
大
（（
・
（
「
新
潮
」）
…
「
私
」、「
寛
」、
小
説
家
（「
我
鬼
」
と
い
う
作
品
を
発
表
し
て
い
る
）

　
7
従
妹
（
大
（（
・
（
「
中
央
公
論
」）
…
「
私
」、「
豊
」、
不
明
（「
私
」
の
過
去
は
菊
池
と
重
な
る
点
が
多
い
）

　
　
或
日
来
た
人
達
（
大
（（
・
（
「
新
小
説
」）
…
「
私
」、
菊
池
、
小
説
家

　
　
写
真
（
大
（（
・
7
・
（
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」）
…
「
私
」、
不
明
、
不
明
（
執
筆
し
た
と
い
う
『
Ｈ
氏
の
夫
人
の
面
影
』
は
、
恩
人
の
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成
瀬
峰
子
の
三
回
忌
に
出
版
し
た
『
至
誠
院
夫
人
の
面
影
』〔
大
9
・
（
刊
〕
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
）

　
（
盗
み
（
大
（（
・
9
「
中
央
公
論
」）
…
「
私
」、
不
明
、
不
明

　
　
微
苦
笑
（
大
（（
・
（
「
中
央
公
論
」）
…
三
人
称
、
啓
吉
、「
小
さ
い
文
芸
雑
誌
を
経
営
」
す
る
。

　
　
墨
（
大
（（
・
9
「
文
藝
春
秋
」）
…
三
人
称
、
木
村
啓
吉
、「
小
説
家
」

　
　
自
讃
（
大
（（
・
（
「
新
潮
」）
…
「
私
」、
不
明
（「
×
×
×
」）、
不
明
（
雑
司
ヶ
谷
に
居
住
し
て
い
る
）

　
　
不
孝
（
大
（（
・
（
「
文
藝
春
秋
」）
…
「
私
」、「
寛
」、
不
明

　
　
歓
待
（
大
（（
・
（
「
文
藝
春
秋
」）
…
「
私
」、
菊
池
、「
将
棋
の
師
」
の
作
者

　
　
敵
薬
（
大
（（
・
（
「
文
藝
春
秋
」）
…
「
私
」、
不
明
、
不
明

　
　
安
楽
椅
子
（
大
（（
・
（0
「
文
藝
春
秋
」）
…
「
私
」、「
寛ひ

ろ
し」、

不
明

　『
啓
吉
物
語
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
は
啓
吉
の
成
長
記
録
と
な
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
盗
み
」
を
出
発
点
と
す
る
啓
吉
の
人
生

は
、「
高
等
小
学
校
の
二
年
生
」「
十
三
の
と
き
」（
数
え
年
だ
と
す
る
と
、
明
治
（（
年
）、「
友
達
か
ら
盗
み
を
す
る
こ
と
を
教
へ
ら
れ
た
」

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
啓
吉
は
高
等
学
校
、
京
都
帝
国
大
学
等
を
経
て
、
新
聞
記
者
、
小
説
家
、
結
婚
、
育
児
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
体
験
す
る
。
最
後
の
「
肉
親
」
の
設
定
か
ら
い
え
ば
、『
啓
吉
物
語
』
の
〈
現
在
〉
は
大
正
九
年
（
数
え
で
（（
歳
）
と
い
う
こ

と
に
な
る）

7
（

。

　
た
だ
し
、『
啓
吉
物
語
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
で
も
、
主
人
公
名
は
啓
吉
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
し
、
単
行
本
収
録
時
に
啓
吉
に
統
一

さ
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
一
人
称
が
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
も
多
く
な
い
。
ま
た
、「
大
島
が
出
来
る
話
」
や
「
無
名
作
家
の
日
記
」

を
啓
吉
の
人
生
に
組
み
込
む
の
は
無
理
が
あ
る
。『
啓
吉
物
語
』
を
広
津
の
よ
う
に
解
釈
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
か
っ
た
は
ず
だ
。
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　『
啓
吉
物
語
』
に
収
録
可
能
だ
っ
た
作
品
は
三
四
編
あ
る
の
で
、
採
択
率
は
五
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。『
啓
吉
物
語
』
が
他
の
作

品
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
、〈
啓
吉
物
〉
は
数
多
く
発
表
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
菊
池
が
大
正
七
年
か
ら
十
五
年
に
発
表
し
た
短
編
小
説
・
中
編
小
説
は
一
○
○
編
、
表
に
掲
載
し
た
も
の
が
四
一
編
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
〈
啓
吉
物
〉
と
な
る
。
テ
ー
マ
小
説
に
よ
っ
て
文
壇
に
躍
り
出
た
小
説
家
と
し
て
は
高
い
割
合
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

　
菊
池
は
連
載
長
編
小
説
に
文
学
活
動
の
中
心
を
移
す
と
、
短
編
小
説
の
発
表
が
少
な
く
な
る
。
大
正
十
一
年
か
ら
十
五
年
は
全
体
三
四

編
で
、〈
啓
吉
物
〉
は
一
四
編
と
な
る
の
で
、
四
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
一
方
、
総
合
雑
誌
・
文
芸
雑
誌
な
ど
に
短
編
小
説
を
盛

ん
に
発
表
し
て
い
た
大
正
七
年
か
ら
十
年
は
、
全
体
六
六
編
の
う
ち
二
七
編
が
〈
啓
吉
物
〉
な
の
で
、
四
○
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

菊
池
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
〈
啓
吉
物
〉
を
発
表
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
菊
池
は
「
悪
因
縁
」
の
中
で
、「
小
説
家
が
、
自
分
の
周
囲
に
展
開
し
て
来
る
人
生
を
小
説
に
か
く
。
自
分
と
接
触
し
て
来
る
人
と
、

自
分
と
の
交
渉
を
小
説
に
か
く
。
そ
れ
は
、
啓
吉
の
創
作
の
主
義
か
ら
云
へ
ば
、
必
然
で
か
つ
当
然
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
彼
は
、
小
説
を

自
分
達
が
、
い
か
に
生
活
し
た
か
と
云
ふ
こ
と
の
報
告
書
だ
と
思
つ
て
ゐ
た
。
馬
触
る
れ
ば
馬
を
斬
り
、
人
触
る
れ
ば
人
を
斬
る
。
自
分

の
生
活
に
触
れ
て
来
た
も
の
は
、
そ
れ
を
書
く
こ
と
が
自
然
で
あ
り
、
又
当
然
で
あ
る
と
思
つ
た
。
自
分
に
接
触
し
て
来
る
人
生
、
そ
れ

を
描
か
な
い
で
、
何
処
に
作
家
の
材
料
が
あ
る
だ
ら
う
か
。」
と
述
べ
て
い
た
。

　
こ
の
発
言
は
「
モ
デ
ル
問
題
」
が
生
じ
て
、
小
説
家
志
望
の
陸
軍
中
尉
を
傷
つ
け
た
こ
と
に
対
す
る
弁
明
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
な

の
で
、
そ
の
点
を
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、「
と
り
と
め
な
き
」
の
発
言
と
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

「
自
分
の
楽
屋
落
的
な
生
活
の
記
録
」
を
厳
し
く
批
判
し
て
か
ら
二
年
と
た
っ
て
い
な
い
。〈
変
節
〉
と
い
わ
れ
て
も
致
し
方
な
い
百
八
十
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二
一
四

度
の
転
換
で
あ
る）

（
（

。
菊
池
の
転
換
を
招
い
た
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

3

　
菊
池
は
当
初
か
ら
「
小
説
を
自
分
達
が
、
い
か
に
生
活
し
た
か
と
云
ふ
こ
と
の
報
告
書
だ
」
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、〈
私
小
説
〉
が
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
正
九
年
で
あ
る）

9
（

。
し
か
も
、〈
私
小
説
〉
は
批
判
の
対
象
だ
っ
た
。

江
口
渙
は
「
実
生
活
の
紙
屑
」（「
文
壇
回
顧

　
五
」「
時
事
新
報
」
大
9
・
（（
・
9
）
と
吐
き
捨
て
、「
時
事
新
報
」
の
「
火
曜
評
論
」

（
大
9
・
（0
・
（
）
で
は
「
反
吐
小
説
」・「
長
崎
小
説
」「
太
鼓
小
説
」
と
、
蔑
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
紫
蘭
は
「
近
頃
の
文
壇
ほ
ど
、
楽

屋
落
の
殖
え
て
来
た
こ
と
は
未
だ
嘗
て
な
か
つ
た
」、「
不
快
至
極
で
あ
る
」（「
楽
屋
落
文
学
の
流
行
」「
万
朝
報
」
大
9
・
（0
・
（7
）
と

述
べ
た
。

　「
報
告
的
文
学
」
と
い
う
名
称
を
使
っ
た
の
は
前
田
晃
だ
が
、
皮
肉
を
き
か
せ
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
文
章
が
ラ
ツ
フ
で
あ
ら
う
と
、

表
現
が
生
で
あ
ら
う
と
、
客
観
化
と
い
ふ
七
面
倒
な
芸
術
上
の
条
件
に
合
つ
て
ゐ
よ
う
と
ゐ
ま
い
と
、
一
切
合
切
無
頓
着
に
、
た
ゞ
自
分

自
身
の
生
立
な
り
、
其
の
日
〳
〵
の
行
動
な
り
、
周
囲
と
の
関
係
、
交
渉
な
り
を
筆
に
任
せ
て
書
き
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
気
運
が
到

来
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
」、「
そ
れ
故
、
書
く
人
も
さ
ぞ
気
楽
な
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
読
む
者
も
ま
た
ら
く
だ
。
の
み
な

ら
ず
、
お
蔭
で
も
つ
て
、
わ
た
し
の
や
う
な
不
精
者
が
、
遠
く
郊
外
に
黙
つ
て
働
い
て
ゐ
て
も
、
誰
が
何
を
し
て
ゐ
る
か
、
誰
が
ど
う
い

ふ
事
を
考
へ
て
ゐ
る
か
、（
中
略
）
何
も
か
も
一
切
が
分
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
有
り
難
い
こ
と
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
」（「
文
芸
時
評

　

三
」「
読
売
新
聞
」
大
9
・
（
・
7
）。

　
彼
ら
は
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、〈
私
小
説
〉
流
行
の
原
因
も
考
察
し
て
い
る
が
、
自
然
主
義
文
学
の
直
接
的
な
影
響
と
は
考
え
て
い
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な
か
っ
た
。
紫
蘭
は
「
必
ず
し
も
自
然
主
義
の
余
弊
と
の
み
見
る
の
は
当
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
た
。
前
田
は
、「
報
告
的
文
学
」
の
安
易

さ
を
批
判
し
て
い
た
が
、
対
比
的
に
自
然
主
義
の
真
摯
さ
を
肯
定
的
に
見
て
い
た）

（1
（

。「
自
然
主
義
が
全
盛
で
あ
つ
た
時
代
に
も
、
自
己
描

写
な
ど
と
言
つ
て
、
自
分
の
事
を
題
材
と
し
た
も
の
は
沢
山
あ
つ
た
が
、
あ
の
頃
は
ま
だ
み
ん
な
が
不
器
用
で
あ
つ
た
上
に
、
ど
ん
な
瑣

末
な
事
柄
で
も
、
何
か
そ
れ
が
人
生
の
実
相
そ
の
も
の
に
関
聯
し
て
、
其
の
意
義
に
徹
し
て
ゐ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ど
と
小
む

づ
か
し
い
こ
と
に
こ
だ
は
つ
て
ゐ
た
も
の
だ
か
ら
、
常
に
作
者
の
態
度
が
真
剣
で
あ
つ
て
、
と
も
す
れ
ば
固
苦
し
く
、
動
き
が
取
れ
な
く

な
り
勝
ち
で
あ
つ
た
」。

　
な
ら
ば
、
原
因
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
江
口
は
前
掲
文
で
日
本
の
小
説
家
が
一
般
社
会
か
ら
隔
絶
し
た
狭
小
な
文
壇
に
生
活
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。「
各
作
家
は
需
用
に
対
す
る
供
給
の
必
要
上
止
む
を
得
ず
無

闇
に
多
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
め
に
、
遂
知
ら
ず
知
ら
ず
創
作
の
上
の
安
易
を
は
か
り
求
め
る
結
果
折
角
の
私

わ
た
し

小
説
さ
へ
も
所
謂

堂
々
た
る
自
叙
伝
小
説
の
面
影
を
全
然
失
ふ
や
う
に
な
つ
て
終
つ
た
」。
江
口
が
注
目
し
た
文
学
市
場
の
需
要
と
供
給
の
関
係
は
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
菊
池
も
前
年
の
月
評
（
筆
名
は
「
羊
頭
狗
肉
氏
」）
で
同
様
な
指
摘
を
し
て
い
た
。

　
毎
月
十
幾
つ
か
の
雑
誌
が
、
必
然
的
に
機
械
的
に
各
自
三
四
篇
の
創
作
を
掲
載
す
る
。
従
つ
て
毎
月
四
五
十
篇
に
近
い
創
作
が
是

が
非
で
も
需
要
さ
れ
る
。
夫
を
創
作
家
、
夫
も
予よ

後こ
う

備び

や
候
補
生
な
ど
は
除
い
て
現
役
に
あ
る
人
と
云
へ
ば
極
め
て
少
数
の
創
作
家

が
、
是
が
非
で
も
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
需
要
は
飽
く
迄
も
、
機
械
的
で
あ
る
。
然
し
供
給
の
方
は
、
ど
ん
な
濫
作
家
で
も
、

粗
作
家
で
も
、
作
家
と
云
へ
ば
幾い

く

何ら

か
人
間
で
あ
る
か
ら
、
さ
う
機
械
的
に
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ
イ
と
需
要
に
応
じ
て
、
作
品
を
産
み
出
す

訳
に
は
行
か
な
い
。
従
つ
て
、
作
品
に
い
び
つ
の
も
の
や
、
未
成
品
や
、
粗
製
の
物
が
余
り
に
多
過
ぎ
る
。
大
抵
の
作
家
が
、
題
材

払
底
で
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲
れ
て
居
る
。
書
き
た
く
も
な
さ
さ
う
な
も
の
を
、
書
い
て
居
る
。
否
書
か
な
い
方
が
寧
ろ
、
よ
さ
さ
う
な

も
の
を
書
い
て
居
る
。
雑
誌
業
者
の
督
促
と
生
活
の
必
要
で
嫌
々
な
が
ら
書
い
て
居
る
こ
と
が
、
作
品
の
上
に
余
り
に
露
出
し
過
る
。
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（「
文
壇
は
疲
れ
て
る

　〔
一
〕」「
時
事
新
報
」
大
（
・
（
・
（
）

　
菊
池
は
「『
作
家
に
休
養
を
与
へ
よ
。
文
壇
は
疲
れ
て
る
』
と
云
ふ
言
葉
を
以
て
こ
の
月
評
を
了
り
た
い
」（
同
前
〔
六
〕、
大
（
・

（
・
（（
）
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
菊
池
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌
月
に
「
改
造
」
や
「
解
放
」
な
ど
の
総
合
雑
誌
が
創

刊
さ
れ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
ら
の
雑
誌
は
創
作
欄
の
あ
る
「
中
央
公
論
」
の
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
た
も
の
で
、
小
説
に
対
す
る
需
要
は
一
層
高

ま
っ
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

　
柴
田
勝
衛
は
「
文
芸
に
関
係

の
あ
る
新
聞
及

雑
誌
の
本
年

度
　
の
総
勘
定
」（「
新
小
説
」
大
（
・
（（
）
の
中
で
、「
創
作
需
要
過
剰
の
傾
向
」
が
発
生
し
て
、

「
四
方
八
方
か
ら
引
張
り
凧
の
所
謂
流
行
作
家
は
予
定
の
注
文
が
引
受
け
切
れ
ず
に
、
自
分
の
責
任
を
果
す
為
め
に
已
む
を
得
ず
旧
作
の

蒸
し
返
し
を
摑
ま
し
た
り
、
飜
訳
で
お
茶
を
濁
し
た
り
、
後
進
の
紹
介
で
逃
げ
を
張
つ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

文
学
市
場
の
拡
大
・
活
性
化
に
対
す
る
小
説
家
た
ち
の
対
応
が
大
正
九
年
に
〈
私
小
説
〉
現
象
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

（1
（

。

　
だ
が
、
一
方
で
、
大
正
七
年
に
は
発
表
さ
れ
て
い
た
〈
啓
吉
物
〉
が
こ
う
し
た
市
場
戦
略
で
書
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
明

ら
か
で
あ
る
。
作
者
の
実
生
活
に
関
す
る
情
報
を
知
ら
な
く
て
も
読
者
が
解
釈
で
き
る
よ
う
に
作
品
の
独
立
性
が
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず

だ
。
そ
れ
故
に
木
蘇
は
「
以
前
」
の
〈
啓
吉
物
〉
に
「
冗
漫
な
と
こ
ろ
」
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

　
大
正
七
年
の
文
壇
を
席
巻
し
て
い
た
の
は
人
道
主
義
だ
っ
た
。
江
口
渙
は
「
当
面
の
文
壇
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
人
道
主
義
の
文
壇
で
あ

る
」
と
認
め
た
上
で
、「
大
部
分
唯
単
な
る
概
念
の
上
に
樹
立
さ
れ
た
る
人
道
主
義
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
が
如
何
に
清
純
で
あ
つ
て
も

根
柢
か
ら
人
の
心
を
揺
り
動
か
す
力
に
乏
し
い
。」（「
菊
池
寛
氏
の
作
品
」「
中
央
文
学
」
大
7
・
7
）
と
批
判
し
た
。
一
方
、
菊
池
を
こ

う
賞
賛
し
て
い
た
。

　
然
る
に
菊
池
寛
氏
の
芸
術
こ
そ
は
ほ
ん
た
う
の
人
間
主
義
が
生
ん
だ
、
ほ
ん
と
う
の
生
き
た
人
間
そ
の
も
の
ゝ
芸
術
で
あ
る
。
人

生
に
対
す
る
否
定
的
な
半
面
に
於
い
て
も
亦
肯
定
的
な
半
面
に
於
い
て
も
、
氏
は
必
ず
恒
に
自
己
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
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そ
し
て
こ
の
人
間
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
の
上
に
立
つ
て
有
ら
ゆ
る
も
の
を
眺
め
有
ら
ゆ
る
も
の
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
氏
の
作
品

が
如
何
な
る
場
合
も
好
く
生
き
た
血
と
肉
と
を
も
つ
て
裏
付
け
ら
れ
て
恒
に
充
分
な
実
感
を
保
持
し
得
る
所
以
で
あ
る
。（
同
前
）

　
江
口
は
続
け
て
、
菊
池
が
「
人
間
の
イ
ゴ
イ
ズ
ム
が
生
ん
だ
深
刻
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
を
取
り
あ
げ
て
、「
人
心
の
奥
底
か
ら
自
然
に
迸

出
し
た
如
何
に
も
人ヒ

ユ
ウ
メ
ン

間
的
な
イ
ゴ
イ
ズ
ム
」
と
し
て
描
く
た
め
、「
読
む
者
の
心
か
ら
深
甚
な
る
人
間
的
な
同
感
を
誘
ひ
出
す
」
と
述
べ

た
。
そ
し
て
江
口
は
菊
池
の
「
人ヒ

ユ
ウ
マ
ニ
ズ
ム

間
主
義
」
が
「
積
極
的
に
働
く
場
合
に
は
、
通
俗
的
道
徳
乃
至
は
概
念
的
倫
理
意
識
よ
り
は
数
段
高
く

尊
い
人
間
味
に
依
つ
て
裏
付
け
ら
れ
た
生
々
た
る
道
念
と
な
つ
て
現
れ
る
。」
と
絶
賛
し
た
。

　
江
口
は
、
菊
池
が
「
人
間
の
イ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
暴
く
だ
け
で
な
く
、
白
樺
派
な
ど
の
作
家
以
上
に
、
人
間
性
の
高
み
を
描
い
て
い
る
と
、

期
待
も
こ
め
て
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
も
同
様
な
指
摘
を
菊
池
の
創
作
集
『
心
の
王
国
』（
新
潮
社
、
大
（
・
（
刊
）
の

「
跋
」
で
し
て
い
た
。

　
芥
川
に
よ
れ
ば
、
菊
池
の
作
品
の
特
徴
は
「
恰
も
曇
天
の
風
景
の
や
う
な
、
蕭
索
た
る
視
野
が
開
け
て
来
る
。
ど
こ
を
見
て
も
、
悲
し

む
べ
き
我
の
矛
盾
の
暗
い
影
が
さ
し
て
ゐ
な
い
所
は
な
い
。
或
は
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
寒
い
風
が
、
人
面
を
吹
く
ば
か
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
。
し
か
し
、
芥
川
が
注
目
す
る
の
は
、「
蕭
索
た
る
菊
池
の
作
品
の
視
野
の
中
に
」「
一
道
の
幽
光
が
さ
し
て
」
き
た
こ
と
で
あ
る
。

芥
川
は
「
蕭
索
た
る
視
野
」
か
ら
の
脱
出
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
。

　
菊
池
に
も
友
人
た
ち
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
動
機
が
あ
っ
た
。
片
山
宏
行
が
「
志
賀
直
哉
へ
の
傾
倒
」（「『
恩
讐
の
彼
方
に
』
を

め
ぐ
っ
て
─
─
そ
の
成
立
と
性
格
─
─
」『
菊
池
寛
の
航
跡

　
初
期
文
学
精
神
の
展
開
』
和
泉
書
院
、
平
9
・
9
刊
）
を
指
摘
し
て
い
る
。

片
山
に
よ
れ
ば
、
菊
池
は
「
志
賀
直
哉
氏
の
作
品
」（「
文
章
世
界
」
大
7
・
（（
）
で
志
賀
を
論
じ
な
が
ら
、
自
身
の
「
理
想
」
を
述
べ
て

い
た
。「
リ
ア
リ
ズ
ム
も
そ
の
根
底
に
『
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ス
チ
ツ
ク
な
温
味
』
が
あ
り
、『
人
間
性
の
道
徳
』（
正
義
に
対
す
る
愛
・
人
間
的

な
『
義
し
さ
』）
が
あ
る
べ
き
で
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
主
義
や
思
想
な
ど
で
は
な
く
、
そ
の
作
者
の
『
人
格
』
か
ら
に
じ
み
出
る
も
の
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
─
─
志
賀
の
文
学
を
語
り
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
に
菊
池
は
己
れ
の
願
望
を
吐
露
し
て
い
る
」（
同
前
）。

　
菊
池
の
解
釈
は
、
当
時
の
基
本
的
な
志
賀
理
解
を
踏
襲
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
和
辻
哲
郎
は
「
和
解
」（「
黒
潮
」
大
（
・
（0
）
の
主
人

公
の
特
徴
を
「
自
己
に
対
し
て
い
か
な
る
虚
偽
を
も
卑
し
さ
を
も
許
す
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
に
、
強
く
自
敬
の
念
が
発
達
し
て
ゐ
た
。」

（「
今
年
の
創
作
界
に
就
て
」「
黒
潮
」
大
（
・
（（
）
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
江
口
渙
は
「
和
解
の
前
後
」
の
場
面
に
つ
い
て
「
一
行
一
句

に
は
ほ
ん
と
う
の
正
し
き
人
間
の
み
が
持
ち
得
る
美
し
き
真
実
が
何
等
の
飾
気
な
し
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
」、「
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
『
ま
こ

と
』
に
生
き
『
ま
こ
と
』
に
動
く
人
に
非
ず
ん
ば
、
遂
に
好
く
斯
の
如
き
作
品
を
産
む
事
は
出
来
な
い
。」（「
出
来
秋

　
二
」「
時
事
新

報
」
大
（
・
（0
・
（（
）
と
、
主
人
公
と
志
賀
を
一
体
化
し
て
絶
賛
し
て
い
る
。
志
賀
は
妥
協
を
一
切
せ
ず
に
己
を
貫
く
〈
強
者
〉、〈
勝

者
〉
と
し
て
賞
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る）

（1
（

。

　
片
山
は
「
恩
讐
の
彼
方
に
」（「
中
央
公
論
」
大
（
・
（
）
が
志
賀
を
め
ざ
し
た
試
み
だ
と
見
て
い
る
。
た
だ
し
、「
恩
讐
の
彼
方
に
」

は
「
当
時
の
文
壇
で
は
思
い
の
ほ
か
不
評
で
あ
り
、
以
後
、
菊
池
の
作
品
の
中
に
こ
う
し
た
短
篇
小
説
の
形
で
劇
的
に
『
人ヒ

ユ
ー
マ
ニ
テ
イ

間
性
の
道

徳
』
を
謳
い
あ
げ
る
も
の
は
姿
を
消
す
。
そ
の
結
果
、
行
き
場
を
失
っ
た
菊
池
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
童
話
と

『
人ヒ

ユ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
レ
ス
ト
ス
ト
リ
イ
ズ

間
的
興
味
の
小
説
』
と
い
う
二
つ
の
方
向
に
は
け
口
を
見
出
す
。
だ
が
、〈
啓
吉
も
の
〉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
日
常
生
活
の
断
片
に

取
材
し
た
『
人
間
的
興
味
の
小
説
』
に
、
菊
池
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
。」（「
大
正
九
年
─
─
成
功
と
動
揺
─
─
」
前
掲
書
）
と
論
じ
て

い
る）

（1
（

。

　
し
か
し
、
菊
池
が
志
賀
を
理
想
と
し
て
い
た
な
ら
、
歴
史
小
説
で
志
賀
を
め
ざ
す
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
絶
賛
さ
れ
た
「
和
解
」
の
よ

う
な
、
主
人
公
と
作
者
を
一
体
化
し
て
理
解
さ
れ
う
る
現
代
小
説
で
、
人
道
主
義
を
前
提
と
し
て
〈
成
功
〉
を
め
ざ
す
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
実
際
、
そ
う
し
た
作
品
に
よ
っ
て
高
い
評
価
を
受
け
た
小
説
家
が
登
場
し
て
い
た
。
葛
西
善
蔵
で
あ
る
。

　
葛
西
は
「
子
を
つ
れ
て
」（「
早
稲
田
文
学
」
大
7
・
（
）
に
よ
っ
て
、
志
賀
と
比
肩
さ
れ
る
評
価
を
獲
得
す
る
。
加
能
作
次
郎
は
「
葛
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九

西
善
蔵
氏
は
、
最
近
『
早
稲
田
志
賀
』
な
ど
ゝ
言
は
れ
て
、
急
に
評
判
の
高
く
な
つ
た
作
家
で
あ
る
。」（「
果
し
て
奇
病
患
者
か
─
─
葛

西
善
蔵
氏
の
『
子
を
つ
れ
て
』
を
読
む
─
─
」「
新
潮
」
大
（
・
（
）
と
述
べ
、
加
藤
武
雄
は
「
一
作
も
苟
も
せ
ぬ
あ
の
態
度
に
於
て
、

現
下
の
文
壇
、
氏
に
比
儔
し
得
べ
き
は
志
賀
直
哉
氏
位
で
あ
ら
う
。」（「
真
実
一
路
─
─
『
子
を
つ
れ
て
』
を
読
む
─
─
」「
読
売
新
聞
」

大
（
・
（
・
9
）
と
、
賛
辞
を
送
っ
て
い
る）

（1
（

。

　
成
功
例
は
眼
の
前
に
あ
っ
た
。
菊
池
が
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
菊
池
は
〈
啓
吉
物
〉
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
試
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

4

　
片
山
は
〈
啓
吉
物
〉
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
「
武
者
小
路
実
篤
流
の
人
類
的
規
模
の
理
想
主
義
と
い
っ
た
大
仰
な
『
人
道
主
義
』
で

な
く
、
よ
り
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
の
人
間
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
」、
あ
る
い
は
「
日
常
生
活
の
な
か
の
小
市
民
的
な
感
慨
を
浮
き
彫
り
に

す
る
」
小
説
（「
大
正
八
年
─
─
安
定
と
停
滞
─
─
」
前
掲
書
）
と
総
括
し
て
い
た
。

　
こ
の
指
摘
は
大
筋
に
お
い
て
正
し
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、〈
啓
吉
物
〉
の
中
に
は
、「
日
常
生
活
の
な
か
の
小
市
民
的
な
感
慨
」
に
回

収
し
に
く
い
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
青
木
の
出
京
」
は
、
一
節
と
三
節
で
、
自
分
を
窮
地
に
追
い
や
っ
た
友

人
青
木
と
再
会
し
た
主
人
公
が
落
ち
ぶ
れ
た
相
手
に
か
ら
ま
れ
ず
に
、
体
よ
く
追
い
払
う
た
め
に
ど
う
我
慢
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
、

ま
さ
に
「
小
市
民
的
な
」
葛
藤
を
描
い
て
い
る
。
だ
が
、
青
木
と
の
過
去
の
関
係
を
描
い
た
二
節
は
様
相
が
異
な
っ
て
い
た
。
天
才
的
な

友
人
を
崇
拝
す
る
あ
ま
り
、「
悉
く
青
木
の
意
志
の
支
配
を
受
け
」
て
い
た
主
人
公
が
青
木
の
身
替
り
に
な
っ
て
罪
を
引
き
受
け
る
こ
と

を
決
意
す
る
。
そ
の
と
き
、
主
人
と
奴
隷
の
立
場
の
逆
転
─
─
〈
権
力
〉
の
逆
転
劇
が
発
生
す
る
。
主
人
公
は
こ
う
自
覚
し
て
い
る
。
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「
彼
は
そ
の
瞬
間
、
青
木
に
対
す
る
自
分
の
従
僕
的
な
位
置
が
転
換
し
て
、
青
木
に
対
し
て
、
彼
が
強
者
と
し
て
立
つ
て
居
る
の
を
見
出

し
た
。
彼
は
、
そ
れ
が
快
か
つ
た
」。

　「
恩
を
返
す
話
」
に
典
型
的
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、〈
敗
者
〉
の
位
置
に
転
落
し
た
登
場
人
物
が
〈
勝
者
〉
に
な
ろ
う
と
悪
戦
苦
闘

す
る
の
は
菊
池
の
作
品
の
基
本
的
な
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
り
、
反
復
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
重
要
な
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

（1
（

。
そ

れ
が
〈
啓
吉
物
〉
に
も
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
青
木
の
出
京
」
で
は
倒
錯
的
な
〈
快
感
〉
を
も
た
ら
し
た
が
、
菊
池
が
め
ざ
し
て

い
た
の
は
志
賀
流
の
「
正
義
に
対
す
る
愛
」
や
「
人
間
的
な
『
義た

だ

し
さ
』」
を
中
核
と
す
る
「
人ヒ

ユ
ー
マ
ニ
テ
イ

間
性
の
道
徳
」（「
志
賀
直
哉
氏
の
作

品
」）
を
描
く
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
広
津
の
見
方
は
こ
の
点
を
無
視
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、「
我
鬼
」
で
、
主
人
公
は
電
車
の
中
で
、「
席
を
譲
る
か
譲
ら
ぬ
か
」
に
関
し
て
「
周
囲
の
乗
客
に
対
し
て
、
軽
微
な
道
徳
的

優
越
を
感
じ
」
よ
う
と
し
て
失
敗
す
る
。
彼
は
席
を
譲
ら
れ
る
べ
き
老
婆
が
乗
っ
て
い
る
の
に
乗
客
が
譲
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
に
憤
慨
し
、

乗
客
た
ち
を
蔑
ん
で
自
分
の
「
道
徳
的
優
越
」
を
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
乗
客
の
多
く
が
降
り
た
と
た
ん
に
、
老
婆
の
こ
と
を
忘
れ
て
、

自
分
が
先
に
座
ろ
う
と
し
て
し
ま
う
。
彼
の
感
じ
て
い
た
「
道
徳
的
優
越
」
は
崩
壊
す
る
。
彼
は
「
人
間
は
自
分
で
意
識
し
注
意
し
、
警

戒
し
て
居
る
中
は
、
ど
ん
な
道
徳
的
な
様
子
で
も
、
為
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
一
旦
そ
の
注
意
が
無
く
な
る
と
、
忽
ち
利
己
的
な
尻
尾
を

出
し
て
し
ま
ふ
も
の
だ
。」
と
感
じ
、
人
間
と
は
結
局
「

我
エ
ゴ
イ
ス
チ
ツ
ク
デ
モ
ン

鬼

」
で
し
か
な
い
と
い
う
思
い
に
捕
ら
わ
れ
て
し
ま
う）

（1
（

。

　「
破
船
」
事
件
以
後
の
久
米
の
姿
を
描
い
た
「
神
の
如
く
弱
し
」
は
、
雄
吉
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
生
死
の
境
を
さ
迷
う
河
野
（
久
米
）

に
か
わ
っ
て
、
Ｓ
家
（
夏
目
家
）
か
ら
の
金
銭
的
な
援
助
を
、「
侮
辱
的
恩
恵
」
で
あ
る
と
し
て
断
固
断
わ
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
雄
吉

は
「
万
人
が
認
め
て
正
当
と
す
る
、
処
置
を
取
つ
た
の
だ
と
云
ふ
確
信
と
、
そ
れ
か
ら
来
る
満
足
と
を
持
た
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ
た
」。

し
か
し
、
後
日
、
雄
吉
が
そ
の
対
応
を
河
野
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
河
野
が
Ｓ
家
の
申
し
出
を
「
あ
る
感
激
を
以
て
、
受
け
入
れ
て
居

る
」
こ
と
に
驚
く
こ
と
に
な
る
。



〈
私
小
説
家
〉
と
し
て
の
菊
池
寛
─
─
〈
啓
吉
物
〉
の
軌
跡
を
さ
ぐ
る
（
山
本
）�

二
二
一

　
雄
吉
は
「
河
野
の
徹
底
し
た
弱
さ
、
人
か
ら
蹂
み
躙
ら
れ
な
が
ら
も
ま
だ
蹂
み
に
じ
る
足
の
中
か
ら
、
何
か
の
好
意
を
、
見
出
さ
う
と

い
ふ
や
う
な
心
持
は
、
弱
さ
が
徹
底
し
て
無
辺
際
の
愛
と
云
ふ
所
ま
で
行
つ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う
。
そ
し
て

「
神デ

イ
ヴ
ア
イ
ン
・
ウ
ヰ
ク
ネ
ス

の
如
き
弱
さ
」
と
い
う
言
葉
を
想
起
す
る
。

　
菊
池
の
試
み
は
、
有
馬
尼
亭
が
「
神
の
如
く
弱
し
」
を
論
ず
る
際
に
「
葬
式
に
ゆ
か
ぬ
わ
け
や
我
鬼
以
下
に
は
つ
き
り
と
現
れ
て
ゐ
る

ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
こ
ゝ
に
も
見
ら
れ
る
。
氏
の
作
を
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
作
と
い
ふ
人
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
ひ
で
あ
る
。
氏
は
現
文
壇

に
於
け
る
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
第
一
人
で
あ
る
と
自
分
は
か
た
く
信
ず
る
。」（「
新
春
の
文
壇

　
四
」「
や
ま
と
新
聞
」
大
9
・
（
・
9
）

と
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
応
成
功
し
て
い
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、「
父
の
模
型
」
な
ど
の
よ
う
な
「
日
常
生
活
の
な
か
の
小
市
民
的
な
感
慨
」
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
よ
う
な
作
品
の

評
価
は
高
か
っ
た
。
生
田
長
江
は
「
主
人
公
の
気
持
が
、
偽
善
的
に
も
偽
悪
的
に
も
誇
張
さ
れ
な
い
で
、
た
だ
ナ
イ
イ
フ
に
書
か
れ
て
ゐ

る
の
も
、
し
ん
み
り
と
し
た
味
を
添
へ
て
全
体
の
効
果
を
加
へ
た
」
と
指
摘
し
、
あ
る
一
節
を
読
ん
で
「
僕
は
ほ
ろ
り
と
し
た
。
こ
ん
な

人
情
深
い
ス
ヰ
イ
ト
・
ユ
ウ
マ
ア
に
、
久
し
振
り
に
出
会
つ
た
の
が
嬉
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。」（「『
空
気
銃
』
其
他
」「
中
外
」
大
7
・

（（
）
と
述
べ
て
い
た
。

　
木
蘇
が
指
摘
し
た
「
冗
漫
な
と
こ
ろ
」
こ
そ
、
志
賀
流
の
成
功
を
め
ざ
し
た
作
品
の
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
菊
池
は
葛
西
の

よ
う
に
成
功
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、「
我
鬼
」
に
つ
い
て
、
西
宮
藤
朝
は
「
面
白
い
覗
ひ
処
を
捕
へ
て
ゐ
る
」
と
す
る
も
の
の
、「
勿
論

此
の
作
か
ら
大
き
な
問
題
と
か
、
深
い
味
ひ
を
要
め
る
の
は
無
理
で
あ
る
。」（「
三
月
の
文
壇
」「
早
稲
田
文
学
」
大
（
・
（
）
と
、
限
界

を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
有
馬
尼
亭
は
先
の
賞
賛
に
続
け
て
こ
う
述
べ
て
い
た
。「
併
し
氏
の
や
う
な
真
実
な
シ
ン
セ
リ
チ
ー
に
富
ん
だ
人
の
作
品
に
も

多
少
の
無
意
識
の
い
つ
は
り
或
は
誇
張
が
あ
る
の
を
見
て
人
間
性
に
今
更
呆
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
河
野
に
対
す
る
雄
吉
の
批
評
殊
に
Ｓ
家
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か
ら
補
助
を
申
し
込
ん
だ
時
の
雄
吉
の
侠
客
的
の
解
釈
の
如
き
は
ど
う
し
て
も
い
つ
は
り
に
あ
ら
ず
ん
ば
誇
張
で
は
な
い
か
。
併
し
人
間

に
弱
い
人
間
と
強
い
人
間
と
の
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー
の
相
違
が
あ
る
と
す
れ
ば
別
だ
が
、
現
代
の
心
理
学
は
そ
ん
な
人
性
観
を
否
定
し
て
ゐ
る

筈
で
あ
る
。
か
ゝ
る
点
は
氏
の
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
両
立
し
な
い
一
種
の
精
神
的
惰
力
で
は
な
か
ら
う
か
と
自
分
は
考
へ
る
」（
前
掲
文
）。

　
有
馬
の
「
誇
張
」
に
関
す
る
指
摘
は
、「
誇
張
」
し
な
け
れ
ば
、「
人
間
的
な
『
義
し
さ
』」
が
描
け
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う）

（1
（

。

そ
れ
は
、
西
宮
藤
朝
の
、
読
者
に
と
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
の
は
「
吾
々
の
日
常
経
験
す
る
小
さ
な
事
件
の
ヒ
ダ
の
中
に
気
の
着
か
な

い
や
う
に
隠
さ
れ
て
ゐ
る
心
持
を
、
軽
く
広
げ
て
見
せ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
」（
前
掲
文
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
神
の
如
く
弱
し
」
は
モ
デ
ル
問
題
を
浮
上
さ
せ
て
い
た
。「
破
船
」
事
件
に
関
す
る
情
報
の
有
無
に
よ
っ
て
、
作
品
の
理
解
が

異
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
岡
田
三
郎
は
「
実
在
の
人
物
の
名
を
あ
て
は
め
て
読
む
こ
と
の
出
来
る
読
者
に
と
つ
て
は
、
薄
々
な
が
ら
、

そ
の
人
物
の
性
格
な
り
、
人
物
と
人
物
の
事
件
な
り
が
読
め
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
さ
も
な
い
読
者
は
、
こ
の
作
か
ら
あ
ま
り
興
味
を
与

へ
ら
れ
な
い
と
思
ふ
。」（「
新
春
文
壇
の
概
評
」「
太
陽
」
大
9
・
（
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
菊
池
が
〈
新
思
潮
志
賀
〉
を
め
ざ
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
え
、
菊

池
は
新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
早
い
例
は
「
あ
る
青
年
」
で
あ
る
。

　「
自
分
」
の
「
愛
読
者
」
で
文
通
を
し
て
い
た
少
年
が
家
庭
の
不
幸
か
ら
職
工
と
な
り
、「
一
個
の
立
派
な
青
年
社
会
主
義
者
」
と
な
っ

て
、「
自
分
」
の
前
に
現
れ
る
。「
青
年
時
代
を
、
資
本
主
義
全
盛
の
世
に
過
し
た
自
分
」
は
次
の
よ
う
に
反
応
す
る
だ
け
で
あ
る）

（1
（

。「
自

分
な
ど
は
持
た
な
か
つ
た
社
会
組
織
に
対
す
る
、
新
ら
し
い
感
情
を
持
つ
て
居
る
、
よ
り
若
き
時
代
の
存
在
し
始
め
た
こ
と
を
、
自
分
は

此
少
年
に
依
つ
て
、
朧
ろ
気
な
が
ら
感
じ
た
や
う
に
思
つ
た
」。

　
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
菊
池
が
「
社
会
の
発
見
」
に
直
面
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
有
馬
学
が
『「
国
際
化
」
の
中
の
帝
国
日
本
』

（〈
日
本
近
代
　

（
〉、
中
央
公
論
新
社
、
平
（（
・
（
刊
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
大
正
九
年
前
後
に
「
矛
盾
と
不
公
正
に
満
ち
た
社
会
が
実
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体
と
し
て
存
在
し
」
て
い
る
こ
と
に
「
か
な
り
広
汎
な
知
識
人
」
が
気
づ
い
た
（「
社
会
の
発
見
」）。
彼
ら
に
と
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義

は
「
眼
前
に
あ
る
現
実
と
か
か
わ
る
知
で
あ
り
、
現
実
を
解
釈
す
る
方
法
で
あ
っ
た
」。
有
馬
は
「
社
会
の
発
見
」
が
「
知
の
構
造
が
地

殻
変
動
を
と
げ
る
中
で
な
さ
れ
た
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
菊
池
が
〈
啓
吉
物
〉
で
描
こ
う
と
し
て
き
た
、
個
人
の
良
心
の
問
題
に
最
終
的
に
収
斂
し
て
し
ま
う
「
人
間
的
な
『
義
し

さ
』」
を
中
核
と
す
る
「
人
間
性
の
道
徳
」
は
「
知
の
構
造
」
が
大
き
く
変
動
し
た
以
上
、
そ
の
意
義
を
急
速
に
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
は

ず
だ）

11
（

。

　
こ
う
し
た
難
問
が
山
積
す
る
中
で
、〈
啓
吉
物
〉
は
、
菊
池
が
「
創
作
需
要
過
剰
」
の
市
場
の
要
求
に
対
応
し
て
い
る
う
ち
に
、
志
賀

を
め
ざ
し
て
い
た
「
冗
漫
な
と
こ
ろ
」
が
削
り
落
と
さ
れ
、
菊
池
に
関
す
る
「
予
備
知
識
」
を
前
提
と
す
る
独
立
性
の
脆
弱
な
〈
私
小

説
〉
─
─
「
佳
作
で
も
な
け
れ
ば
、
又
悪
作
で
も
な
い
」、「
軽
い
、
肩
の
凝
ら
な
い
、
あ
つ
さ
り
し
た
読
み
も
の
」（
広
津
和
郞
「
五
月

の
創
作
を
読
む
」）
と
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　〈
変
節
〉
を
明
確
に
表
明
し
て
い
る
の
は
「
悪
因
縁
」
だ
ろ
う
。
以
後
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
一
人
称
の
「
報
告
書
」
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
私
が
気
に
な
る
の
は
、
大
正
九
年
七
月
発
表
の
「
マ
ス
ク
」・「
天
の
配
剤
」・「
あ
る
青
年
」
か
ら
構
成
さ
れ
た
「
私
の
生
活
か

ら
」
で
あ
る）

1（
（

。
ま
さ
に
タ
イ
ト
ル
通
り
、「
私
の
生
活
」
の
「
報
告
書
」
だ
っ
た
。
二
ヶ
月
後
に
発
表
さ
れ
た
「
と
り
と
め
な
き
」
は

「
私
の
生
活
か
ら
」
発
表
の
反
省
を
こ
め
た
文
章
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
菊
池
は
「
と
り
と
め
な
き
」
で
述
べ
た
こ
と

を
、
連
載
長
編
小
説
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、〈
啓
吉
物
〉
の
軌
跡
は
、
人
道
主
義
全
盛
期
に
活
動
し
「
創
作
需
要
過
剰
」
の
市
場
に
遭
遇
し
た
他
の
小
説
家
の
作
品
に
も
当

て
は
ま
る
可
能
性
が
高
い
。〈
変
節
〉
し
た
の
は
菊
池
だ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る）

11
（

。

　
た
だ
し
、
菊
池
が
他
の
小
説
家
た
ち
と
異
な
っ
て
い
た
の
は
、『
真
珠
夫
人
』
以
下
の
連
載
長
編
小
説
に
よ
っ
て
流
行
作
家
と
し
て
注
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目
さ
れ
、
大
正
十
年
に
小
説
家
協
会
を
設
立
し
、
大
正
十
二
年
に
「
文
藝
春
秋
」
を
創
刊
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
成
功
す
る
な
ど
、

小
説
家
と
い
う
枠
を
越
え
た
社
会
的
な
地
位
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
菊
池
は
文
芸
雑
誌
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
な
小
説
に
よ

っ
て
自
己
を
卓
越
化
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、「
あ
つ
さ
り
し
た
読
み
も
の
」
で
あ
っ
て
も
、
作
者
の
社
会
的
な

地
位
が
高
け
れ
ば
小
説
の
価
値
は
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
恐
ら
く
、
改
造
社
の
広
告
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
（（
・
9
・
9
朝
刊
）
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
は
ず
だ
。「
本
書
の
如
く
学
生

の
心
境
を
捉
へ
た
小
説
他
に
あ
り
や
。
初
秋
の
夜
、
学
生
が
し
み
じ
み
自
己
の
生
活
を
味
へ
る
絶
好
侶
伴
。」
と
始
ま
り
、「
本
書
に
現

る
ゝ
氏
は
純
真
そ
の
も
の
で
あ
り
、
素
朴
そ
の
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
生
一
本
の
精
進
に
青
春
時
代
の
限
り
な
き
希
望
と
悩
み
が
い
と
も

明
る
く
表
現
さ
れ
て
お
る
。
或
人
は
本
書
は
夏
目
さ
ん
の
『
坊
ち
や
ん
』
を
読
む
や
う
な
持
味
が
あ
る
と
い
つ
て
ゐ
る
。」
と
菊
池
を
紹

介
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
今
を
時
め
く
菊
池
も
「
学
生
」
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
青
春
を
送
っ
て
い
た
、
君
も
将
来
の
菊
池
寛
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
菊
池
も
こ
の
宣
伝
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
巻
末
の
「
人
と
時
代
─
─
跋
に
代
へ
て
─
─
」
で
自
己
を
こ
う
描
い
て
い
た
。「
一
人

の
人
間
は
、
本
当
の
意
味
で
は
、
一
の
時
代
に
し
か
生
き
ら
れ
な
い
や
う
な
気
が
す
る
。（
中
略
）
自
分
の
個
性
を
磨
い
て
、
自
分
の
個

性
の
光
り
で
、
時
代
の
変
遷
を
通
じ
て
、
燦
と
し
て
輝
い
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
作
家
と
し
て
の
会
心
の
境
界
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
恐

ら
く
そ
れ
は
天
才
者
の
み
到
達
し
得
る
境
界
で
あ
ら
う
。
凡
庸
作
家
に
取
つ
て
は
、
時
代
に
つ
れ
て
浮
び
上
り
、
時
代
の
勢
を
借
り
て
、

自
分
の
個
性
を
輝
か
す
の
で
あ
ら
う
。
／
常
に
、
時
代
に
遅
れ
ぬ
修
養
を
す
る
な
ど
云
ふ
こ
と
も
、
云
つ
て
云
は
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、

人
間
の
時
代
的
遅
れ
方
は
、
致
命
的
で
、
何
う
し
て
も
掩
ひ
が
た
き
時
代
的
ス
タ
ム
プ
が
、
我
々
の
存
在
全
体
に
押
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な

気
が
す
る
」（
引
用
は
縮
刷
版
に
よ
る
）。

　
菊
池
は
『
啓
吉
物
語
』
が
「
時
代
に
つ
れ
て
」
浮
き
沈
み
す
る
し
か
な
い
「
凡
庸
作
家
」
の
軌
跡
に
過
ぎ
な
い
と
認
め
て
い
る
よ
う
で
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二
二
五

あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
我
々
」
の
軌
跡
で
も
あ
る
の
だ
。
こ
れ
が
志
賀
を
め
ざ
し
て
い
た
〈
啓
吉
物
〉
の
終
着
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
め
ざ
し
て
い
た
高
み
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
玄
文
社
版
『
啓
吉
物
語
』
の
広
告
だ
ろ
う
。

　
広
告
で
は
、
菊
池
を
「
民
族
の
生
ん
だ
最
も
新
し
き
最
も
偉
大
な
る
純
情
と
明
智
の
人
。」
と
呼
び
、「
菊
池
寛
氏
作
る
と
こ
ろ
の
『
啓

吉
』
の
存
在
は
わ
れ
〳
〵
人
類
に
と
つ
て
の
喜
び
で
あ
る
。
菊
池
氏
の
文
章
は
淡
々
と
叙
し
て
お
ほ
ら
か
に
こ
れ
を
描
く
。
心
理
の
妙
は

深
刻
極
ま
り
な
き
現
実
感
の
中
に
浸
潤
し
人
間
生
命
の
力
惻
々
と
し
て
人
に
迫
る
。」（「
読
売
新
聞
」
大
（（
・
（
・
9
）
と
述
べ
て
い
た
。

誇
大
広
告
と
評
す
る
し
か
な
い
が
、〈
啓
吉
物
〉
が
た
ど
り
つ
け
な
か
っ
た
到
達
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

〔
注
〕

（
（
）　
拙
稿
「
菊
池
寛
『
真
珠
夫
人
』
論
─
〈
面
白
さ
〉
と
〈
本
当
ら
し
さ
〉
─
」（「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
平
（（
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）　
宇
野
浩
二
も
「
啓
吉
物
な
ど
も
、『
私
小
説
』
の
部
に
属
す
べ
き
も
の
だ
ら
う
」（「『
私
小
説
』
私
見
」「
新
潮
」
大
（（
・
（0
）
と
述
べ
て
い
た
。

論
争
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「〈
私
小
説
〉
言
説
に
関
す
る
覚
書
─
─
〈
文
学
史
〉・
マ
ル
ク
ス
主
義
・
小
林
秀
雄
─
─
」（「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究

年
報
」
平
（（
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）　
拙
稿
「
心
境
小
説
と
徳
田
秋
声
」（
隔
月
刊
「
文
学
」
平
（（
・
7
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）　
単
行
本
の
箱
の
み
『
創作

啓
吉
物
語
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
そ
れ
以
外
の
背
表
紙
・
扉
・
内
題
・
奥
付
等
は
「
啓
吉
物
語
」
で
あ
る
。
な
お
、
改

造
社
か
ら
「
改
版
」『
啓
吉
物
語
』（
未
見
。「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
（（
・
9
・
9
付
朝
刊
広
告
に
「
改
版
出来
」
と
あ
る
）、
及
び
縮
刷
版
（
昭
（
・

（（
・
（（
発
行
）
が
出
版
さ
れ
た
。
巻
末
に
「
人
と
時
代
─
─
跋
に
代
へ
て
─
─
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）　
木
蘇
は
引
用
し
た
箇
所
に
続
け
て
、「
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
在
来
の
同
氏
の
同
種
の
作
品
に
比
べ
て
、
加
ふ
る
と
こ
ろ
の
更
に
な
い
作
品

で
あ
る
と
い
ふ
の
も
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
た
の
で
、「
従
妹
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
批
判
的
に
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
（
）　「
悪
魔
の
弟
子
」（「
帝
国
文
学
」
大
7
・
（
）、
新
聞
記
者
時
代
の
同
僚
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
「
Ｍ
侯
爵
と
写
真
師
」（「
解
放
」
大
9
・
（
）
と

「
特
種
」（「
新
小
説
」
大
（（
・
（
）
を
〈
啓
吉
物
〉
と
し
な
か
っ
た
。「
悪
魔
の
弟
子
」
の
主
人
公
は
「
啓
吉
」
だ
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
「
北
海
道
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の
、
あ
る
私
立
学
校
の
教
師
の
子
」
で
あ
る
た
め
、「
Ｍ
侯
爵
と
写
真
師
」・「
特
種
」
は
語
る
「
僕
」
で
は
な
く
、
写
真
師
の
杉
浦
、
新
聞
記
者
の

森
小
一
郎
を
そ
れ
ぞ
れ
描
く
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、〈
啓
吉
物
〉
の
全
体
像
を
考
察
し
た
論
考
に
、
小
林
和
子
の
「
菊
池
寛
の

啓
吉
物
に
関
す
る
一
考
察
─
『
悪
魔
の
弟
子
』『
悪
因
縁
』
な
ど
を
視
点
に
し
て
─
」（「
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
平
（
・
（
）
が
あ
る
。
本
稿

の
問
題
設
定
と
異
な
っ
た
点
が
多
く
、
具
体
的
な
言
及
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
初
校
の
段
階
で
、
小
澤
純
「
菊
池
寛
〈
啓
吉
も
の
〉
と
芥
川
龍

之
介
〈
保
吉
も
の
〉
の
間
─
─
新
思
潮
派
と
い
う
〈
物
語
〉
に
棲
む
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
」（
井
原
あ
や
他
編
『「
私
」
か
ら
考
え
る
文
学
史

　
私
小
説

と
い
う
視
座
』
勉
誠
出
版
、
平
（0
・
（0
刊
）
に
気
づ
い
た
が
、
問
題
設
定
の
ち
が
い
が
大
き
い
上
に
、
校
正
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
に

言
及
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
7
）　「
肉
親
」
は
大
正
9
年
に
執
筆
さ
れ
、
（（
年
（
月
に
そ
の
ま
ま
発
表
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
（
）　
拙
稿
「
菊
池
寛
論
─
─
歴
史
小
説
と
自
意
識
─
─
」（「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
平
（0
・
（
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
菊
池
の
言
説
の
最

大
の
特
徴
は
一
貫
性
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
〈
変
節
〉
も
重
い
意
味
を
も
っ
て
捉
え
な
い
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）　「
私
小
説
」
と
い
う
用
語
の
初
出
は
、
宇
野
浩
二
の
「
甘
き
世
の
話
─
新
浦
島
物
語
─
」（「
中
央
公
論
」
大
9
・
9
）
で
あ
る
。
中
村
友
「
大
正

期
私
小
説
に
ま
つ
わ
る
覚
書
〔
一
〕」（「
学
苑
」
昭
（（
・
（
）、
宗
像
和
重
「
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
年
の
『
私
小
説
』
論
─
─
そ
の
発
端
を
め
ぐ

っ
て
─
─
」（「
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究

　
国
語
・
国
文
学
編
」
昭
（（
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（0
）　
中
村
武
羅
夫
も
「
自
然
主
義
時
代
の
作
家
の
努
力
は
、
或
る
人
間
を
描
か
う
と
す
る
の
で
あ
つ
た
。
或
る
性
格
、
若
し
く
は
或
る
生
活
を
描
か
う

と
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。」（「
本
格
小
説
と
心
境
小
説
と
」）
と
述
べ
て
い
た
。
菊
池
は
「
と
り
と
め
な
き
」
で
「
自
然
主
義
と
露
西
亜
文
学
の
悪
影

響
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
菊
池
自
身
は
「
自
然
主
義
の
影
響
を
殆
ど
受
け
な
か
つ
た
」（「
半
自
叙
伝
」「
文
藝
春
秋
」
昭
（
・
（
）
と
も
述
べ
て
い

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
然
主
義
文
学
と
の
連
続
性
は
昭
和
期
に
な
っ
て
か
ら
強
調
さ
れ
た
。
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
講
座
派
の
理
解
に
近
い
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
歴
史
観
の
受
容
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「〈
私
小
説
〉
言
説
に
関
す
る
覚
書
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）　
く
わ
し
く
は
拙
稿
「
大
正
八
年
の
芥
川
龍
之
介
」（『
文
学
者
は
つ
く
ら
れ
る
』
ひ
つ
じ
書
房
、
平
（（
・
（（
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）　〈
私
小
説
〉
は
文
壇
の
経
済
的
黄
金
期
に
盛
ん
に
発
表
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
拙
稿
「
私
小
説
と
カ
ネ
」（
私
小
説
研
究
会
編
『
私
小
説
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』
勉
誠
出
版
、
平
（（
・
（
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）　
志
賀
直
哉
に
関
す
る
言
説
の
編
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
野
亮
司
「
神
話
の
生
成
─
─
志
賀
直
哉
・
大
正
五
年
前
後
」（「
日
本
近
代
文
学
」
平

7
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
（（
）　
な
お
、
片
山
宏
行
は
、
菊
池
が
新
聞
な
ど
の
連
載
長
編
小
説
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
人
間
の
善
性
を
賞
揚
し
道
徳
的
弱
さ
に
起
因

す
る
不
幸
か
ら
人
間
を
救
い
出
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
、
文
芸
を
通
じ
て
人
生
に
奉
仕
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
」
に
基
づ
く
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

発
現
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」（「
大
正
九
年
」）
と
考
え
て
い
る
。

（
（（
）　「
早
稲
田
志
賀
」
の
命
名
は
久
米
正
雄
（「
霜
月
の
文
壇
の
話
〔
七
〕」「
時
事
新
報
」
大
7
・
（（
・
（（
）
だ
と
思
わ
れ
る
。
葛
西
は
「
子
を
つ
れ

て
」
の
主
人
公
を
物
質
至
上
主
義
的
な
現
代
社
会
に
適
応
で
き
な
い
人
物
に
描
く
こ
と
で
、
文
明
批
評
小
説
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た
。
拙
稿
「
メ

デ
ィ
ア
の
中
の
〈
私
小
説
作
家
〉
─
─
葛
西
善
蔵
の
場
合
」（「
人
文
」
平
9
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）　
拙
稿
「
菊
池
寛
論
─
─
歴
史
小
説
と
自
意
識
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（7
）　「
我
鬼
」
は
芥
川
龍
之
介
の
「
俳
号
の
謂
れ
」
の
説
明
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
友
人
Ａ
は
「
支
那
人
は
自エ

ゴ我
と
云
ふ
意
味
を
、
我
鬼

と
云
ふ
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、『
増訂

英
華
字
典
』
第
三
版
（
羅
布
存
徳
原
著
、
井
上
哲
次
郎
増
訂
、
明
（9
刊
）
で
、Egoist

は
「
自
愛

者
、
自
美
者
」
で
あ
る
（Ego
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
）。
Ａ
の
発
言
の
論
拠
を
改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、D

em
on

は
「
鬼
、
魔
鬼
、
邪
神
、
鬼
怪
、
妖
精
、
汚
神
、
悪
鬼
」
で
あ
る
。

（
（（
）　
岡
田
三
郎
は
「
河
野
の
弱
さ
」
を
「
結
局
あ
り
ふ
れ
た
、
普
通
の
人
間
の
弱
さ
に
過
ぎ
な
い
」（「
新
春
文
壇
の
概
評
」）
と
断
じ
て
い
る
の
で
、

河
野
の
造
型
に
つ
い
て
も
「
誇
張
」
を
感
ず
る
評
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
（9
）　
菊
池
は
「
火
華
」（「
大
阪
毎
日
新
聞
」「
東
京
日
日
新
聞
」
大
（（
・
（
・
（（
～
（
・
（（
）
で
労
働
問
題
を
描
い
て
お
り
、
大
正
（（
年
（
月
に
日
本

フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
の
会
員
に
も
な
っ
て
い
る
。「
社
会
の
発
見
」
へ
の
菊
池
の
対
応
が
う
か
が
え
る
。

（
（0
）　
江
口
渙
は
、
戯
曲
の
「
震
災
余
譚
」（「
中
央
公
論
」
大
（（
・
（
）
や
「
世
評
」（「
女
性
」
大
（（
・
（
）
に
対
し
て
「
菊
池
寛
氏
の
読
者
に
与
へ
や

う
と
す
る
『
新
し
い
常
識
』
は
、
も
は
や
『
新
し
味
』
の
方
が
段
々
減
つ
て
行
つ
て
『
常
識
味
』
の
方
ば
か
り
殖
え
て
行
く
様
な
感
じ
の
す
る
の
は
、

ど
う
し
た
も
の
だ
ら
う
。
そ
れ
に
そ
の
『
新
し
い
常
識
』
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
も
も
う
昔
程
強
く
は
な
く
な
つ
た
。」（「
復
興
第
一
春
の

文
壇
を
総
評
す
　
九
」「
読
売
新
聞
」
大
（（
・
（
・
（（
）
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
〈
啓
吉
物
〉
に
も
あ
て
は
ま
る
批
判
と
な
る
は
ず
だ
。

（
（（
）　「
悪
因
縁
」
で
は
、「
小
説
家
」
の
「
生
活
」
の
「
報
告
書
」
の
一
つ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
た
「
小
説
『
灰
色
の
檻
』」
だ
が
、
同

時
に
自
分
の
感
じ
た
「
あ
る
卑
怯
さ
、
制
限
を
越
し
た
卑
屈
さ
に
対
す
る
怒
」
を
描
い
て
「
道
徳
的
に
も
正
し
い
」
と
信
じ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
人
間
的
な
『
義
し
さ
』」
を
描
く
作
品
の
一
つ
だ
っ
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

（
（（
）　
葛
西
善
蔵
が
典
型
で
あ
る
。
拙
稿
「
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
〈
私
小
説
作
家
〉」、「
虚
構
と
し
て
の
〈
私
小
説
作
家
〉
─
─
葛
西
善
蔵
の
場
合
」（「
人
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文
」
平
（0
・
（
）、「〈
私
小
説
作
家
〉
の
終
焉
─
─
葛
西
善
蔵
の
場
合
─
─
」（「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
平
（0
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
芥
川
龍
之
介
で
さ
え
、「
毛
利
先
生
」（「
新
潮
」
大
（
・
（
）
や
「
私
の
出
遇
つ
た
事
」（
同
前
、
大
（
・
（
）
な
ど
、
芥
川
自
身
を
連
想
さ

せ
る
人
物
が
登
場
す
る
人
道
主
義
的
な
作
品
を
発
表
し
て
い
た
。
同
時
期
の
文
壇
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。




